車両内の座席行動に関する研究 : 混雑予想が座席行動に及ぼす影響 by 小西 啓史 & 野沢 久美子
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
車両内の座席行動に関する研究 : 混雑予想が座席
行動に及ぼす影響









Study on Seating Behavior in the Train; the Infuluence of 
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　武蔵野大学人間科学部人間科学科の学生 188名（男性 59名、女性 129名）が調査に協
力した。彼らを「混雑予想条件」90名（男性 36名、女性 54名）と、「非混雑予想条件」











































































































































































































































































































































































































































































































































のは、「混雑予想条件」では Case5で 36.9％、Case6で 47.6％、「非混雑予想条件」では
Case5は 18.9％、Case6は 32.2％であった。スタンションポールがある場合でも同様の
傾向がみられ、「混雑予想条件」では Case5で 28.6％、Case6で 48.8％、「非混雑予想条
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　表 3は、表 1から当該箇所（すべての条件における Case3）を抜き出したものである。「混
雑予想条件」の 30分以内ではスタンションポール脇の③を選んだものが 41.7％、⑤を選
んだものが 23.8％、30分以上では③が 40.5％、⑤が 28.6％で、これらの席がスタンショ
ンポールがない場合よりも高い率で選ばれた。この傾向は「非混雑予想条件」でも同様で、














































































































答えた人は 47.6％であったが、30分以上になると Case5では 8.3％，Case6では 9.5％
と大きく減少した。同様に、スタンションポールが設置されている場合においても、30
分以内の Case5で立っていると答えた人は 28.6％、Case6で立っていると答えた人は
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Case6 × × × × 90.5（76） × ×
9.5
（8）






























































































































































































































































































































































混雑 29.1 3.8 67.1
（23） （3） （53）
非混雑 42.1 10.5 47.2
（24） （6） （27）
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APPENDIX
想定した座席状況（向井，2017 より）
